





























銑鎔已畢、藻飾具成 光焰概天 跏趺連地。楡芒暁点、桂影宵臨 神宮不夜 寰宇長秋。一日三拝、千年六時、霜鐘遠響、風鐸長鳴。至誠欽仰、精進供養 香花無数 伎楽自在。爰及斉衡、円首忽頽 叡情悲感 黎庶栖遑。因循旧迹、補綴先儀 功未具足 先帝昇遐。聖皇継体、文思 明 垂拱無為 優遊有道。股肱寧済、輔
4
相粛雍、赤県同文、蒼甿胥悦。
貞観三年、歳次辛巳 暮春之月 十四日晨。荘厳洽尽、頭顱端正 慧眼重開 霊毫
4
更照。




風調舜暦、雨浹堯旬 万民康楽 四境恬静。天官冡宰、全保金剛 袞職名臣 永断災難。文武百 、霑斯法味、牧守千里 沐此良縁。梵釈四王、龍神八部 増光日月 倍勢風雷。八幡菩薩、殊資妙因 依善知識 成菩提果。部類神祇
　
或幽或顕、倶乗梵筏、早脱煆宅。


































るが、まず『華厳経』に説く蓮華蔵世界の象徴である毘盧舎那仏を讃える。「十重の法身」とは盧舎那仏をいう。 「法界を遍周す」は仏典に習見の成語であ が、 『華厳経』にも十例がある。その一例 、巻十八の偈に、 「仏身は広大にして不思議、法界を遍周して常に尽くること無し」とある。
5行以下に「感宝の天皇」 、聖武による大仏建立につい
て述べる。
6行、 「天人合応」は、班固の「西都賦」 （ 『文選』巻一）













































































































































22行、 「垂拱無為」 、 『論衡』巻十八、自然に「易に曰は












































































































































































45行、 「田邑」は修復に心を砕いた文徳 皇。 「深図」は
その企図をいう。それが今花開いた。















静」は落ち着いて静かであること。曹植の「七啓」 （ 『文選』巻三十四）に「予、恬静を楽しむ」 ある。
53行、 「天官冡宰」は『周礼』の篇名となっている 政
治、百官を統括する官。 金剛」は堅固 ものの譬えである。


















は仏による悟りの世界への導きの比喩として用いられる。空海の「秋日、僧正大師を賀し奉 詩」 （ 『続遍照発揮性霊集補闕抄』巻十）の「悲智の津梁は舟筏に比す」はそ 一例である。 「煆宅」は火宅で、迷いの世界の 喩。
64行、 「白業」は善 。 黄図 国土。
57行からここま
では、仏の守護神から山河に宿る諸神まで、多く 神々の守護が得られるであろうという。




































































































































































































































































































関係についても同様である。同じ仏事の場で用いられる文章であるから、基本的なところでは内容を同じくするであろうと予測されるのであるが、なぜ二種の文章が必要とされるのか、それぞ の役割は何なのかなどを、 の読解を通して考えていかなければなら い。
注（
1）　「楡」は普通には日暮の喩えである。顔延年の「秋胡詩」
（ 『文選』巻二十一）に「物色桑楡時」とあり、李善注に「言
二日晩
一也。東観漢記、光武曰、日、出
二之東隅
一 、 収
二之
桑楡
一」という。 『白氏六帖事類集』巻一、 「日」に「桑楡」
の語を挙げ、 暮景」と注する。
（
2）　
これは彰考館文庫蔵『詩集』の本文である。 『東大寺要
録』巻二は「雷鼓」に作るが、これで 「
象ヽ
楼」と対語
にならない。 鼉」が本来の本文 考えられる。
（
3）　
序文に「于
レ
時
嘉（一一〇六
（
承元年
孟秋、存
二
斯略記
一
耳」 、奥書に
「
長（一一三四
（
承三年
八月十日、東大寺僧観厳集之」とある。筒井英
俊編『東大寺要録』 （全国書房 一九四四年）に拠る。
（
4）　
原文では落下についての記述が四句、 修復が四句である。
前節で読むなかでは、余りにも少ない分量である で、併せて一つの段落とした。ただし、内容としては別 事
項であるので、分ければ、落下（
3） 、修復（
3）となる。
（
5）　
後藤昭雄「呪願文考序説」 （ 『平安朝漢詩文の文体と語彙』
勉誠出版、二〇一七年）参照。
（
6）　
後藤昭雄『本朝文粋抄』四（勉誠出版、二〇一五年）第
十一章「臨時仁王会呪願文」参照。
（
7）　
大曽根章介・金原理・後藤昭雄校注、新日本古典文学大
系『本朝文粋』 （岩波書店、 九九二年）参照。この呪願文は後藤担当。
